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1 はじめに

JASMIN2005では，PDF原稿をWEB経由で提
出して頂きます．このファイルは，pLATEX2ε（以
下，TEX）用の簡単なテンプレートになっていま
す．TEX で論文を作成される方は原則的にこの
フォーマットをご参照ください．なお，この書式の
余白や文字領域については変更しないでください．

2 テンプレートについて

このテンプレートでは，用紙サイズ (A4)，余白
(上余白 20mm，下余白 20mm，左右余白 20mm)
が適切に設定されています．第１ページに記入す
べきヘッダの設定もされています．論文題目，著
者は，本ファイルの 14行目，27行目でそれぞれ
変更が可能です. 本文は，2段組の設定がなされて
います．著者の所属は，44行目の所属 Affliation
で変更が可能です．

3 PDF原稿について

次の事項を厳守して，PDF 原稿を作成して下
さい．

3.1 様式

• サイズはA4判 (縦 297mm, 横 210mm)．

• 論文題目，著者名，あらまし，本文等全てを
含み 4頁．

• 上余白 20mm以上，下余白 20mm以上，左右
余白 20mm以上．

• 2段組，11ptの文字．

• ページ番号は不要．
• すべてのフォントを埋め込む．
• PDF原稿にパスワードプロテクトをかけない．

3.2 作成方法の一例

以下の方法で PDF原稿を作成できます．

• 直接 PDFファイルを作成するコマンド．

pdflatex foo.tex

• dviファイルからPDFファイルを作成するコ
マンド．

dvipdfm -e foo.dvi

-e オプションを使って，全てのフォントを埋
め込んで下さい．

4 PDF原稿の提出先・締切

提出先
http://www.jasmin.jp/activity/zenkoku taikai/

2005 waseda/
の原稿作成要項のページから PDF形式で原稿

を提出してください．



締切　 2005年 4月 25日 (月)
上記のWEB経由以外では，原稿は受け付けま
せん．

5 本文の書き方

本文は原則として 2段組でお書きください．た
だし，図表の配置などの関係でうまく行かない場
合は，1段組みでも構いません．別のフォームを
用意しています．また，本テンプレートは A4サ
イズです．予稿集用に印刷するときには B5サイ
ズに縮小されることに注意してください．

5.1 フォントについて

JASMIN2005において，用いるフォントは原則
としてこのテンプレートに倣ってください．この
テンプレートでは，和文は見出しのみMSゴシッ
ク（太字），その他は明朝体．英文はすべてTimes
New Romanとしています．

5.2 カラーと画像データについて

予稿集は，白黒印刷をします．PDF原稿中の文
字・グラフは黒色にして下さい．カラーのPDF原
稿を提出されても白黒印刷となります．

5.3 図表について

図表の番号は，次頁の例を参考に図 1, 表 1など
としてください．図はカラーでも結構です．ただ
し，論文として投稿したものは，印刷の時点で原
則としてモノクロになります．2段組で原稿を作
成した場合でも，本文中の図表は 2段にまたがっ
ても構いません．

図 1: 図の例

5.4 数式について

以下に数式のサンプルを示します．

p(λ | y) =
p(y | λ)p(λ)

p(y)
(1)

表 1: 表の例

Part Font size (point)
Title (Japanese) 17
Title (English) 15

Author 11
Abstract 10

Body 11

数式にはこの例のように右隅に番号をつけてく
ださい．

5.5 参考文献について

雑誌は，このテンプレートの例の [1], [2] に倣っ
てください．著書は，このテンプレートの例の [3],
[4] に倣って，和・英文ともに，著書名，書名，発
行社名，発行年（西暦）の順に記載してください．

6 まとめ

以上，本テンプレートにしたがって原稿作成を
お願いいたします．不明な点に関しましては，

jasmin-all@list.waseda.jp
まで，ご連絡ください．
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